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✞教会堂の建設 

✞敬老ホームの設立 

✞幼稚園の設立 
 

        おおおお祈祈祈祈りのりのりのりのリクエストリクエストリクエストリクエスト        

●日本の家族の救いのた

めに 

●各スモールグループのオ

イコス伝導のために 

●入門者クラスのために 

（田中兄、りえ姉、亜津子

姉、裕兄、彩沙姉） 

●英語部の働きのために 

●小さな子供を持つお母

さん方のクラスのため 

●堀田兄弟の神学校での

学びのために 

●癒しの祈り：恵理奈ちゃ

んの網膜芽細胞腫、植木

ケン兄の糖尿病、神崎先

生の目、倉田一徳さんの

脳腫瘍、新井雅之兄の

癌、夕紀子姉の緑内障、

中村裕二先生の直腸

癌、美津子姉、以津子

姉、Kahoku さん 
        ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    

Ｄｅｓｅｒｔ Ｗｉｎｄ では、ご

意見・質問等何でも受け

付けております。 
lvjccnews@hotmail.com 
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     ■ ■オンリーワンオンリーワンオンリーワンオンリーワンのののの素晴素晴素晴素晴らしさらしさらしさらしさ    ■■        
                  

  『もし障害児が生まれてきたら殺そう。』 これは、ある障

害を持った A さんという男性が小学５年生の時に固く決意し

たことです。彼は、小学３年生の時、大阪にある障害者等の

差別に取り組む学校に転校しました。その学校は、他のどの

学校よりも差別の問題を真剣に捉え、いじめをなくそうと取り

組んでいる学校でした。しかし、そこにあったのは弱い者によ

る、より弱い者へのいじめでした。この学校でさえこんな状況な

ら、他の学校はどんなに悲惨だろう。ましてや社会はどんなに

過酷な所であることか。そういう中で、A さんは、小学五年生

にして、『もし、自分に将来、障害児が生まれてきたらその子

を殺そう』という決意をしたのです。 

  そんな A さんが、見違えるほどに変わったのは、大人になっ

てからの二つの出会いによるものでした。一つは、あるクリスチ

ャンとの出会いで、その方のお子さんは、イスから落ちて頭を打

ち、そのために目が見えなくなり、医者から一生話すことも出

来なくなると宣告されました。A さんは、「こんな世の中で、この

子が生きていくことは辛い。だから、もし自分が親なら、この子

を殺して自分も死ぬ」と、そう考えました。 

  ところが、そのクリスチャンは A さんにこう言われたのです。

「私はこれから、この子の目となり、口となって歩んでいきま

す」。A さんは、今までに聞いたことも、考えたこともない言葉

に、雷に打たれたような衝撃を受けます。こんな生き方、こん

な考え方、こんな選択があるのかと彼は考えました。障害を持

った子を一生かけて愛し、守っていこうという、そのクリスチャン

の我が子に対する愛は、氷のように冷たい A さんの心を溶か

していったのです。  

  もう一つの A さんの出会いは、エドナ・マッシミラの『天国の

特別な子ども』という詩との出会いでした。その詩は、肉体の

弱さを持って生まれてくる赤ちゃんのために、天使たちが神様

に、その特別な任務を引き受けてくれる素晴らしい両親を注 

 

 

意深く選ばなければなりません、と語っている詩でした。その詩

の中で、天使は神様に言います。「その二人は自分たちに求

められている特別な役割をすぐには気付かないかも知れませ

ん。しかし天から授けられたこの子によって、やがて二人は、ま

すます強い信仰と豊かな愛を抱くようになり、この子が、天から

授かった特別な子であることを知るでしょう。」 

  A さんは、胸が震え、涙が止まりませんでした。障害者は

邪魔者でも迷惑な存在でもない。尊い存在だということが初

めて分かったのです。そして、A さんは、その時、『もし自分に

障害児が生まれても、その子と共に歩もう。その子を愛そう。』

と心の底からそう思ったのです。 

  それから、数年後、彼に長女が生まれ、その子が障害児

と判定されます。A さんはショックを受けなかった訳ではありませ

んが、心に平安がありました。クリスチャンに導かれた彼は、『む

しろ、体のうちで他よりも弱く見える部分が、かえって必要なの

である』という聖書の言葉を与えられ、弱い存在の尊さを理解

できたのです。 

  家庭の中に弱い存在がいると、その家庭は健全になりま

す。本当に大切な事を考え、大事なものを見つめ、人と比較

してではなく、その子をその子として見つめるようになるからで

す。競争社会の今日においてナンバー１ではなくオンリー１とし

ての価値を見出すようになるのです。 

  この『むしろ、体のうちで他よりも弱く見える部分が、かえっ

て必要なのである』という聖書の言葉は、もともと教会に対し

て言われている言葉です。そして、そのような弱い人がいると、

教会は健全になるのだと聖書は教えます。なぜなら、私たち

は、そのような弱い人たちとの関わりを通して、大切な事を示

され、大事なものを見つめ、この世の基準ではなく、神様の基

準によってその人の中にオンリー１としての価値を認める心が

養われるからです。 
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  僕は以前神様によって変えられ、神様のためなら何で

もすると証した者です。あれ以来色々と奉仕に携わって

います。今回はイースターで演じた寸劇を通しての証をさ

せて頂きます。  

 

  寸劇の話をお聞きしたのは去年の終わり頃でした。当

時僕は神様のために何かしたいと燃えていたので、寸劇

のご指導をされる章子姉妹にスカウトされたのは嬉しい

ことでした。ちなみに演劇の経験は、小学校の学芸会で

二つか三つしか台詞を言わない脇役を演じたくらいです。

しかし演劇には興味がありました。 

  ほぼ毎年 12 月にカリフォルニアで行われる日本人ク

リスチャンのための、またクリスチャンでない日本人への

伝道を兼ねての大きなイベント、Equipper Conference 

(通称 EC)があり、僕は二度参加した事があります。その

イベントでは歌ったり踊ったり、聖書を学んだり、語り合っ

たりする楽しいイベントです。そこでは寸劇も行われ、僕

が行っていたハワイの教会からも何人かがその寸劇に

参加していました。それは笑いあり、涙あり、何よりそれ

を通して僕達がいかにクリスチャンライフを送れるかを教

わる事が出来る素晴らしいものでした。またもう一つ、聖

書の中の人物を演じる寸劇もあり、それはとても迫力の

あるものでした。僕は最初は見ているだけでしたが、次第

に演劇に興味を抱くようになり、いつかは僕も演じてみた

いなあと思っていました。 

そんな経験がありましたので、今回の話は願ってもいな

い事でした。本番はイースターの日と決まり、クレネ人シ

モンを演じる事となりました。シモンはイエス様が十字架

を背負ってやって来る場にたまたま居合わせただけなの

に、ローマ兵から「お前、担げ」と命令われ、意味も分から

ずにイエス様の代わりに十字架を担いだ人物です。彼は

後にイエス様の尊い死と神の恵みがどれほどのものかに

気づき、立派なキリスト者となります。 

  今回僕が演じるのは十字架を担ぐ場面ではなく、イエ

ス様の死後に信仰告白をする場面と聞かされました。 

 

しかしここで問題がありました。僕は洗礼を受けたクリス

チャンですが、未だに分からない事が沢山あります。それ

はイエス様に関する事も例外ではありません。率直に言

えば、イエス様が僕達の罪のために死なれたと聞かされ

てもピンとこないし、感動もありません。何故なら僕がそ

の意味をしっかりと理解していないからです。また僕自身

の罪というものを認識していないからだと思います。気付

いていない事こそ罪なのかもしれませんが…。 

  それ故に、イエス様を知ったシモンを、イエス様を未だ

知らないに等しい僕が演じるには大変難しいものがあり

ました。役者というのは演じる人物に成りきることが要求

されます。それが例え自分の性格や気性が役柄と大きく

違っていようとも、僕も必死に自分なりにシモンの気持ち

を想像しながら頑張りました。また章子姉妹の適切なアド

バイスもあり、演じてみました。 

  例えばシモンは十字架の重さをその身で体験しました。そ

の重さは相当なものだったと思います。その重さをどう知ること

が出来るのかと考えていたところ、章子姉妹が「例えば上から

大きくて重い岩がのしかかってきたとしたら・・・」というアドバイス

を受け、立ち上がる場面ではのしかかる大岩を持ち上げる事

を想像しながら演じました。 

  イエス様の事は未だ分からないけど、僕は神様に対し

て何かしたいと思う気持ちと、神様を信じる信仰はまぎれ

もない事実なので、その気持ちを出しながら演じました。

本番はちょっとミスもしましたが、何とか台詞を忘れずに

言えたので、これも導いてくださった神様のおかげだと思

います。今回は満足のゆく演技ではありませんでした（編

集者の目には素晴らしい演技でしたよ）。ビデオカメラで

撮ってもらったのを後で見てみると、やっぱり素人だな

あ、としみじみ思いました。今回の経験を活かし、また

色々学んで、次の寸劇も頑張りたいと思っています。その

時にはイエス様の事を知っており、また演技力も上達して

いる事を期待したいです。主にあって、ハレルヤ。 
 

  マルコ 8:34 それからそれからそれからそれから、、、、イエスイエスイエスイエスはははは群集群集群集群集をををを弟子弟子弟子弟子たちといったちといったちといったちといっ

しょしょしょしょにににに呼呼呼呼びびびび寄寄寄寄せてせてせてせて、、、、彼彼彼彼らにらにらにらに言言言言われたわれたわれたわれた。「。「。「。「だれでもわたしにだれでもわたしにだれでもわたしにだれでもわたしに

ついてついてついてついて来来来来たいとたいとたいとたいと思思思思うならうならうならうなら、、、、自分自分自分自分をををを捨捨捨捨てててて、、、、自分自分自分自分のののの十字架十字架十字架十字架をををを負負負負

いいいい、、、、そしてわたしについてそしてわたしについてそしてわたしについてそしてわたしについて来来来来なさいなさいなさいなさい。。。。」」」」        
 

 

 

 （イザヤ４３：１９） 
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 長年ラスベガスに住んで

いると、初めの感動を忘れ

てしまって、素晴しいことも

当たり前のような日常生

活になってしまう。例えば、

ラスベガスはほとんどの駐

車場は無料で、駐車スペ

ースもたくさんある。それに

慣れてしまって、たまに LA

に行ったり日本へ帰国した

ときなど、駐車料金の高さ

や時間の制約などをうとま

しく思ったりする。ハワイか

らラスベガスへ引越してき

た当初はホテルの駐車場

がタダというのに感動した。

しかし今はどうだろう、旅先

などで高い駐車料金に出

会うと腹立たしく思う。何と

身勝手なのだろう。人の

敷地に自分の車を停めさ

せていただいているのに。し

かしこの慣れが曲者で、駐

車場に限らずいろいろな

場合に顔を出す。そしてク

リスチャンの今でも退治す

るのが難しいのだ。あぁ神

様、気付いた今が悔い改

めの時なのですよね！ 

 


